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回

戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
集
い

平成12年9月15日

戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
恒

久
平
和
を
祈
念
す
る
集
い
を
開

催
し
ま
す
。

「
力
強
く
生
き
る
ウ
ガ
ン
ダ

の
人
々
を
見
て
」
の
作
文
朗
読

(
橋
本
真
喜
子
さ
ん
・
中
原
中

3
年
)
や
平
塚
童
謡
の
会
に
よ

る
唱
歌
も
あ
り
ま
す
。

マ
日
時

旧
月
6
日
(
金
)
午
前

.
旧
時
初
分
1
1時
加
分

マ
会
場

平
塚
慰
霊
塔
前

(平

塚
八
幡
山
公
園
内
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
福

祉
課
(
内
線
2
2
1
0
)
へ。

州
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

二
O

O
一
年
の
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
年
に
向
け
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
方
な
ど
を

パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
き

っ
か
け
づ
く
り
に
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
地
域
作
業
所
で

作
ら
れ
た
木
工
作
品
や
人
形
の

司桝士会福祉基金

地域福祉やボランティアの助成忽どに使われます。

お問い合わせは、社会福祉協期会 (ft33-2333)へ。

[>濃部政美 20，000円、使用済テレホンカード類収集還

元金 7，979円、藤本会計窃務所一同 5，000円、ボランテ

ィアグループさつを会 15.380円、三嶋クラブ 5.000円、

平塚市文化芸能協会 100.000円、機崎輝夫 2.000円、杉

山秀子 35、904円、事友の会 60.000円、総合内装政栄工

業 20.000円、進藤好造 10.000円、湖南タレント連盟

100.000円、神奈川土建平忽支会平塚分会 16.450円、 神

奈川土建平塚支会金自分会 8.900円、日本バーテンダ

ー協会湘南支部 10，000円、佐藤進 4.000円、世界心)il

教平塚教会 10.000円、鈴木サタ 100.000円、置名(1件)

15.000円

即
売
も
あ
り
ま
す
。

マ
日
時

9
月
四
日
(
木

)
i旧

月
3
日
(
火
)
午
前
旧
時
1
午
後

6
時
叩
分

(
3日
は
午
後
3
時

ま
で
)

マ
会
場

市
民
プ
ラ
ザ

お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
会

館
(告

白

|
2
3
3
3
)へ。

糖
尿
病
に
な
う
な
い

た
め
の
食
生
活

「
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め

の
食
生
活
」
に
つ
い
て
栄
養
士

が
お
話
し
し
ま
す
。

マ
日
時

9
月
U
日
(
水
)
午
後

2
時
何
分
1
4時

マ
会
場

済
生
会
平
標
病
院

お
問
い
合
わ
せ
は
、

済
生
会

平
場
病
院
(告
別
1
0
5
2
0

内
線
2
5
0
4
)
へ
。
申
込
不
要

女
性
の
健
康
相
談
で
す

思
春
期
か
ら
の
女
性
の
体
に

つ
い
て
、
産
婦
人
科
の
医
師
芯

ど
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

(
予
約
制
)

マ
日
時

9
月
引
日
(
木
)
午
後

1
時
加
分
3
3時
却
分

マ
会
場

県
平
塚
保
健
福
祉
事

務
所お

問
い
合
わ
せ
は
、

県
平
場

保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
課

(宮

犯

1
0
1
3
0
)
へ。

[>匿名(1件)1.000円

-文化娠興基金

芸術文化事業の実施や市民の創造的主主文化活動の助

成芯どに使われます。お問い合わせは、 文化行政推進

室 (n32-2235市民センター内)へ。

[>松竹大歌舞伎募金箱 1.000円

-児童福祉へ

よ
い
歯
の
作
文
の
結
果

応
募
総
数
百
三
十
九
点
の
中

か
う
次
の
八
人
の
方
が
「
優
秀
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

マ
八
回
彩
佳
(神
田
小
2
年
)

マ
小
林
美
優
(
山
下
小
2
年
)

マ
鈴
木
美
紗
(
花
水
小
3
年
)

マ
渋
谷
志
於
里
(
金
目
小
4
年
)

マ
島
本
季
依
(旭
小
5
年
)

マ
清
田
咲
史
(
芯
で
し
こ
小
6
年
)

マ
青
木
真
知
子
(
浜
岳
中
3
年
)

マ
見
留
和
也
(
金
田
中
3
年
)

自
の
健
康
講
座

自
と
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

の
調
座
と
眼
科
医
師
に
よ
る
自

の
健
康
相
談
会
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

旧
月
1
日

(
日
)
午

後
1
時

3
4
時

(
2
時
か
う
は

健
康
相
談
会
)

マ
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
力
イ
プ

ラ
ザ

(M
Nピ
ル
日
階
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

平
壌
市

医
師
会
(宮
引
1
08
1
4
)へ
。

健
康
を
守
り
育
て
よ
う
。

保
健
医
療
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ζ
コ与と

「
脳
の
疾
患

5
脳
梗
塞
を
中

心
に
」
「
見
直
そ
う
私
の
食
生
活
」

芯
ど
を
テ
ー
マ
に
専
門
家
が
お

話
し
し
ま
す
。

一 以上7月受け付け分

+献血あ りがとう- 8月の献血実施協力寧 業所

[>日本パー力ライジング、 高 周波熱錬、.JAグループ

神奈川教育センター、富士チタン工業、田中賃金属工

業、県;湘南地区行政センタ一、 日本エアーフィルタ一、

住友箆機械工業、三菱樹脂、日産車体
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へ
。
時
間
は
、
午
後
一
時
か
う

介

護

教

室

。

ご

一

緒

に

四
時
十
五
分
ま
で
で
す
(
男
の

県
湘
南
老
人
ホ
ー
ム
(
東
野
介
顕
教
室
は
午
後
四
時
ま
で
)
。

市
下
大
槻
)
で
、
お
年
寄
り
の
食
痴
呆
編

心
と
体
の
こ
と
を
理
解
し
た
り
、
マ
期
白

川
月
3
白
(
火
)、

5

介
護
の
心
構
え
を
養
っ
た
り
す
日
(
木
)

る
介
護
教
室
を
聞
き
ま
す
。

会

基
礎
編

実
技
体
験
な
ど
を
通
じ
て
介
マ
期
日

山
月
四
日
(
月
)
、
お

謹
の
コ
ツ
を
一
緒
に
学
ん
で
み

日
(水)、

U
日
(
金
)

ま
せ
ん
か
。
お
申
し
込
み
は
、
食
男
の
介
護
教
室

同
ホ
ー
ム
(宮
市
1
7
5
8
0
)
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Aん
く

て
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内

マ
日
時

9
月
引
日
(木

)-m

日
(
木
)
、
旧
月
3
日
(
火
)
・
日

日
(
水
)
・
け
臼
(
火
)
、

日
月
2

日
(
木
)
、
金
6
園
、
午
後
1
時

四
分
1
3時
加
分
(
旧
月
日
日
・

.
げ
臼
は
午
後
4
時
ま
で
)

マ
会
場

県
平
塚
保
健
福
祉
事

務
所
ほ
か

マ
定
員
印
人
(
先
君
順
)

お
申
し
込
み
は
、
県
平
壕
保

健
福
祉
事
務
所
企
画
調
整
室

(宮
辺
1
0
1
3
0
)
へ
。

し
よ
う
な
ん

介
護
者
の
つ
ど
い

日
ご
ろ
の
介
醸
の
悩
み
を
話

し
合
っ
て
み
ま
震
か
。

寝
た
き
り
や
痴
呆
の
お
年
寄

り
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

を
対
象
に
介
護
者
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す
。

マ
日

程

け

月
旧
日
(
木

)
tげ

日
(
金
)
1泊
2
日

マ
行
き
先

東
伊
豆
方
面

マ
定
員

同
人
(
抽
選
)

マ
参
加
費
五
千
円

マ
締
め
切
り

9
月
目
白
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、

社
会
福
祉

協
誠
会
(包
幻
1
23
3
3
)
へ。

開芸・星空邸時Z 械-Ia(T￥事扇町K¥u自2日で
露天風包守，、Igt，、司嶋M ピ~訓~ 8，800円

・ ひ らつ か天 城山荘~ 秋の天城路⑧湯ったりキャンペー ン・

市民休聾の郷静岡県天城湯ケ 島 町 に

ある「ひらつか芙城山荘」で、陶芸や星空

探検が柴しめる"秋の天城路⑮湯ったり

キャンペーン"を実施します。

[>期間 10月 1日(日)-22日(日)

10月 16日-18日と土臨日は除く

1日20人 (20人-40人の団体も利

用可)、 15人以上の団体はマイ

クロパスの送迎あり(有料道路代・ガソリン代は利用者負担〉

中学生以上8β00円、 小 学 生7.300円(1泊3食諸税込み、家族室利用、陶

器の箸置きのおみやげ付き)

固 9月30日(土)までに電話でひらつか天械山荘(合0558-87-1050)へ

1>定員

[>料金

この国に暮らす私 た ち 一 人 一 人 で す。

今年は5年 lこ1度の国勢調査の年です。9月

23日から調査員が各家庭をお伺いし、調査

票をお配りします。調査する項目は、男女

の 別 、 出 生 の 年月、就業状況忽ど全22項目

です。調査内容がほかにもれたり、統計以

外の目的に使われたりすることはありません。

どうぞ、安心してご記入ください。

9月23日かう10月9日までの聞に畏期の旅

行などで、調査票を受け取れない場合は、

総務E果までご連絡ください。

10月 1日国勢調査

1億?千?百?十?万?千?百?十?人
i?Jを埋めるのは、

「保健福祉サービスを利用したいが、どこへ行ったらよいかわからないJ。
そんなときは、保健福祉総合相敵窓口をご利用ください。高齢者の住宅福祉サ

ービスの紹介、介護の心配や'悩みの相談など、様々花王保健福祉サー ビスの利用案

内や相談をお受けします。 。相験日時月~金曜日の午前8時30分~午後5時

総務課 (n21-8797) 

お受けします

保健福祉サービスの相談
聞保健福祉総合相談窓口(宮21-8779・市役所1階)

国
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お
そ
ろ
い
で
、
ぜ
ひ
、
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

9
月
初
日
(
土
)
午
前

9
時
初
分
1
午
後
3
時

マ
会
場

総
合
公
園
多
目
的
広

場
(
南
側
駐
車
場
東
側
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
産
課

(告
白
|
8
1
0
3
)
へ
。

第679号 (1日・15日発行)

-
国
際
交
流
の
パ
ス
ハ
イ
ク
で

山
梨
へ
「
ぶ
ど
う
狩
り
」

市
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人

の
方
と
パ
ス
ハ
イ
ク
に
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。
山
梨
の
自
然

の
中
で
、
ぶ
ど
う
狩
り
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

マ
日
時

旧
月
1
日
(
日
)
午
前

7
時
市
分
N
T
T前
鈍
合
、
午

後
5
時
加
分
解
散
予
定

マ
定
員

印
人
(
先
君
順
)

マ
参
加
費

五
千
円
(
小
学
生

以
上
)
、
幼
児
は
無
料

お
申
し
込
み
は
、

交
流
親
善

課
(色

白

1

2
5
2
0
)へ。

.
ふ
る
さ
と
再
発
見

「湘
南
め

ぐ
り
」

寒
川
神
社
な
ど
を
巡
り
、
寒

川
の
自
然
と
歴
史
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。
い
も
掘
り
の
体
験

も
あ
り
ま
す
。
(
弁
当
持
参
)

マ
日
時

旧
月
白
日
(
白
)
午
前

8
時
犯
分
富
山
駅
(
泊
相
模
線
)

集
合
、
午
後
1
時
解
散
予
定

マ
対
象

平
塚
、
鎌
倉
、
藤
沢
、

茅
ケ
崎
、
寒
川
、
大
磯
、
二
宮

に
お
住
ま
い
の
方

マ
定
員

四
人
(
抽
選
)

マ
参
加
費

高
校
生
以
よ
側
円、

小
中
学
生
訓
円

マ
申
し
込
み
方
法

旧
月
は
日

(
金
)
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

湘
南
め
ぐ
り
参
加
希
望
と
明
記

し
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
代
表
者
の
電
話
番

号
を
記
入
し
、
寒
川
町
産
業
振

興
課
(
干
m
l
附
寒
川
町
富
山

町
)
へ
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
業
観

光
課
(宮
お
1
8
1
0
7
)
へ
。

・
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
を
募

集
し
ま
す

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
標

語
を
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
通
字
の
方

マ
応
募
方
法

は
が
き
に
標
語

(
複
数
可
)
、
企
所
、
氏
名
、
年

齢
、
勤
務
先
(
学
校
名
)
を
記
入

し
、
平
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
説
会
(
〒
制
|
蜘
浅
間
町
9

1
1
選
挙
管
理
委
員
会
題
務
局

内
)へ

マ
締
め
切
り

旧
月
引
日
(
火
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

(宮

山

|

8
7
9
5
)
へ
。

-
育
児
や
介
留
の
手
が
離
れ
た

5
3
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
へ

「膏
兜
や
介
護
の
手
が
離
れ

た
ら
も
う
一
度
働
き
た
い
」
と

い
う
方
の
た
め
に
、
再
就
職
セ
ミ

ナ
ー
(
講
演
会
)
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
時

叩
月
白
日
(
月
)
・
白

日
(
火
)
午
前
9
時
何
分
1
正
午

マ
会
場

ひ
う
っ
か
ス
力
イ
プ

ラ
ザ
(
M
Nピ
ル
日
階
)

マ
内
容

お
日
「
就
職
活
動
の

ノ
ウ
ハ
ウ
」
、
白
日

「適
職
発

見
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
「
生
か
せ

平
壌
新
港
に
あ
る

「
え
ん
ぴ
つ
」
の

よ
う
な
杭
は
何
?

広報ひ5っか

-.
::
・・J

イ

先
日
、
平
塚
新

.
:・:
汁
・
…港
に
行
っ
た
の
で

す
が
、
そ
こ
で
「
え
ん
ぴ
つ
」

の
よ
う
な
形
を
し
た
杭
を
見

J

つ
け
ま
し
た
。
ど
ん
芯
意
昧

p
h
d

、1i
可、
1
h
4
L可

園

期

期

期

期

期

分

3
4
6
2
6
月

桝

舗
舗
舗
犠
舗
は

t

)
 

志しし

山

町

伺

ト

料

引

但

帯

数

額

料

月

市

税
手
定
用
料

旧

の

険
畳
み
使
険

期

ど

税
保
従
ご
道
保

日

納

な

産
康
原
原
水
金

終

弓

税

資
健
し
し
下
年

愚

M
W
象

定

民

掃

掃

共

民

期

す

対

固
園
清
清
公
司

市町
一

「
・

十三

る
貰
格
を
考
え
る
」

マ
定
員

四
人
(
先
着
順
)

※

1
歳
児
1
来
一
笹
子
児
の
保
育

(
先
着
目
人
)
も
あ
り
ま
す

お
申
し
込
み
は
、

引
世
紀
職

業
財
団
神
奈
川
事
務
所
(宮
附

l
m
1

5
4
3
7
)
へ
。

・
4
7

が
チ
ャ
ン
ス
!
新
規
開
業

応
提
セ
ミ
ナ
ー

創
業
を
め
ざ
す
方
の
た
め
の

実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
時

旧
月
引
日
(
土
)
午
前

川
時
1
午
後
4
時
国
分

マ
会
場

平
塚
商
工
会
議
所

マ
内

容

個

別
相
談
会
(
要
電

話
予
約
)
、
講
演
会
「
成
功
事
例

に
営
ぷ
創
業
の
ポ
イ
ン
ト
」「
成

功
す
る
開
業
の
ポ
イ
ン
ト
」

マ
定
員

削
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
方
法

平
塚
商
工

会
議
所
や
産
業
推
進
課
(
豊
原

分
庁
舎
2
号
館
3
暗
)
な
ど
で

お
配
り
す
る

「申
込
書
」
に
必

h

‘、A
VE

、、，r、，av
弘、，E
、，n
，、、
』，L
、a
'h

、，，、、d
F
、
，，

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(小
泉
実
さ
ん
宮
の
前
)

こ
れ
は
、
キ
+

…
お
答
え

…

;
i

:
…
を
支
え
る
杭
芯
の

で
す
が
、
鳥
が
と
ま
っ
て
フ

ン
で
桟
橋
を
汚
し
た
り
、
港

に
来
た
人
に
フ
ン
を
か
け
た

り
し
芯
い
よ
う
に
、
鳥
が
と

ま
り
に
く
い
「え
ん
ぴ
つ
」
の

形
を
し
て
い
ま
す
。

杭
は
全
部
で
五
十
本
あ
り
、

先
端
は
万
一
フ
ン
を
さ
れ
て

も
目
立
た
広
い
よ
う
に
自
く

行ゆ
っ
て
い
ま
す
。

平
塚
新
港
に
は
、
こ
の
ほ

か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が

こ
う
さ

nて
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
浮
き
桟
橋
で
す
。
潮

の
干
満
に
か
か
わ
う
す
、
常

に
船
と
桟
橋
が
一
定
の
高
さ

に
保
た
れ
て
お
り
、
船
の
乗

り
降
り
が
簡
単
に
で
き
る
よ

う
に
砿
っ
て
い
ま
す
。

新
港
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、

み
砿
と
水
産
課

(宮
引

1

2
0
6
6
)
へ
。

|お譲りします 繍 捌l
'問い合わせ先市民活動推進課(内線~.. 

ご家庭の不用晶を再デビ

ューさせませんか。

*謂ってください

チャイルドシート(乳!尼

用〉、冷蔵庫、窓用エアコ

ン、家庭用パンづくり機、

一眼レフカメラ、硬式テニ

スラケッ ト(子ども用)、照

明のかさ

合揺 ります ①有料 袋鋳け時計、ダイビング用品、

ローラースケート、一輪車、おむつカバー(新生!尼

周〉、セミダブルベッド、バイオリン(子ども用)、

惑いす

②無料 ハイアンドローチェア一、学習机、シング

ルベッド、食器洗い乾燥機、カーテンレール

@不用品の登録やあっせん1;:1:、電話などで

お受けします(先措順)。受け付けは、土・日

曜日、祝日を除く午前8時30分から午後5時ま

でです。交渉は当事者同士でお願いします。

登録は3か月間有効

要
事
項
を
記
入
し
、
平
塚
商
工

会
議
所
(
一
T
m
l
m
松
風
町
2
1

旧
・
国
包
|
O
0
7
9
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、

産
業
推

進
課
(宮
お
1
8
1
0
1
)
へ
。

.
庖
舗
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

庖
舗
の
近
代
化
や
、
消
費
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
芯
ど
を
競
う

「
平
塚
庖
舗
コ
ン
ク
ー
ル
コ
審

査
の
結
果
、
参
加
十
六
百
舗
の

中
か
ら
、
次
の
百
舗
が
最
優
秀

賞
優
蓉
闘
に
選
は
れ
ま
し
た
。

会
一
般
小
売
業
庖
の
部

最
優
秀
賞
・
・
夢
工
房
か
し
わ

ぎ
(
立
野
町
)

-
優
秀
賞
:
⑪
波
多
野
屋
(
明

石
町
)
、
置
屋
(
代
宮
町
)

食
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
屈
の
部

.
最
優
秀
賞
:
ミ
l
シ
ャ
&
海

神
(
高
浜
台
)

・
優
秀
賞
:
・
フ
ラ
ン
ス
料
理
フ

ヱ
リ
(
錦
町
)
、
魚
河
岸
の
肴
・
手

打
蕎
麦
と
み
田
(
代
宮
町
)
、
紅

膳
居
(諏
訪
町
)、

割
照
貴
柳
庵

(
紅
谷
町
)

-
暮
う
し
の
講
座
で
す

q
bっ
か
ス
力
イ
プ
ラ
ザ

(
M

N
ピ
ル
十
一
階
)
で
暮
う
し
の

講
座
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

旧
月
刊
日
(
水
)
「
食

晶
表
示
が
変
わ
り
ま
す
」
、
旧

月
四
日
(
木
)
「
環
境
に
や
さ
し

い
家
事
入
門
」
、
午
前
旧
時
1

正
午

マ
定
員

告
回
四
人
(
先
着
順
)

※
2
歳
5
宋
就
学
児
の
保
育
も

あ
り
ま
す
(
要
予
約
)

お
申
し
込
み
は
、

市
民
活
動

推
進
謀
(
内
線
2
2
6
3
)
へ
。

マ
総
務
課
、
財
政
課
、
管
財
課
、

環
境
政
策
課
、
環
境
業
務
課
、

七
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
建
築
謀
、
水
政
課
・
・
収
入
事
務
、

監
査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
小
支
出
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
、

山
稔
さ
ん
、
相
原
光
治
さ
ん
、
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と

高
梨
孝
治
さ
ん
、
陶
山
豊
彦
さ
認
め
ら
れ
た

ん
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ラ
イ
ナ
ー
ホ
l
ム
推
進
室
・
:

一
監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果
一

支
出
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
、

.
定
期
監
査

(
予
算
の
執
行
な
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と

ど
財
務
に
関
す
る
事
務
)
認
め
ら
れ
た
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FIRE NEWS く連載⑤〉

ごち句、ひ内つが， ，q電j
救急車は正しく利用しましょう

燃えるf湘南ベJIJ?二..1:1感動のドラマIct
平爆競按場で

9月23日⑮習較号
湘南 vs水戸

消防署では、現在5台の救急車を配備し、 24
時間体制で救急要請に対応しています。

昨年は8.620件出動し、出動件数は年々泊加

しています。救急車は正しく利用しましょう。

女救急車が利用できるのは・・・①急病などで救

急車以外に搬送手段が芯い②火災・地震花王ど

の災害で負傷者が出た③交通事故

※ 119番は火事と救急の専用ダイヤルです。火

災発生場所や救急病院のお問い合わせは、

宮 21-3240をご利用ください。

3.700円
2.200円
1.700円
700円

。座席・前売り料金

S席

ブロック席

サポーターズ席

ジュニア席

b 
関連みこしで勝利を引き寄せろ。

ワッショイ lワ ッショイ!湘南ベ

ルマーレ。 (8月26日湘南ひらつb、
豆まつりで)

。主なチケット販売所

・ベルマーレクラブショッブ(大神)

・梅屋(本館1階)

副総合公園管理事務所 ・サクラ害l苫各自

国神奈中駅前サービスセンター 嘗備課(宮21-9730)

子ども広報「なでしこJを9月25日に発行します。小学生の豆記者8人が、

夏休み中に平塚市の話題を徹底取材。村井弦斎、ケナフ、ナパサなど豆記者

たちの目線で密かれた記事をどうぞ、お楽しみください。

1>配布場所小学校、各公民館など 1>サ イ ズ A4・16ペ ー ジ

回

子ども広報「なでしとJ
。問い合わせ先広報広聴課 (宮21-8761)
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ゃんのステージJ係(干 254・
8686浅間町9-1)へ。対象は市内
にお住まいの1歳未満の赤ち
ゃん。締め切りは前月の20因。
今 回の応募は48人。

赤ちゃんの
ステージ

応募方法 赤ちゃん の氏名 (ふ
りがな)・生年月日・性別・住所
と電 話番号を記入し、カラー写

真(衷に赤ちゃんの氏 名を記

入)と一緒に広報広聴課「赤ち

• • 
平縁.鎌高

• • • • ••••• 
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-保健センター
・中里34・17
・834-0311

.県平壊保健福祉事務所
笠原田J6-21
832・0130

_10月のカレンダ

県平原保健

福祉事務所

ー
国道1号
、績聖書庁前

¥前野中入口 歪
平底駅

• 
↑
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ンセ健保
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。 日程 10日(火)、17日(火)、

24日(火)

。受け付け

-望書
『赤ちゃんの夜泣きJ

日本でIo:、 夜泣きは苦から

育児上の問題として取り上げ

られますが、諸外国では乳児

の成長過程で当然経験するも

のとして、特に意識されてい

ませんc

原因が分か らす 、 親も睡眠

不足と怠 ってしましますが、

夜泣きを止める確実な方法は

ありません。昼間の生活を見

直 して外気浴を増やす、泣い

たときは軽く背中をたたいた

り、抱っこ したりしてあやす

芯ど、その子 にあった工夫が

大切です。

• 

午前9時-10時

進め方・調理デモ-試食

。対 象 生 後7-8か月児

。 日時 6日(金)、 24日(火)

午後 1時お分-3時

[カミカミ・ブラッシング離乳食教室】

進め方・2式食・歯磨き指導

。対 象 生 後10-1初、月児

。 日時 12日(木)午前10時~

11時

重信号信号栄養椙談室
自己ろの食生活の悩みにつ

いてお答 えしぎす。く予約制〉

O対 象 就 学前の乳幼児

。 日時 11日(水)、 25日(水)

午後 l時羽分-3時羽分

霊 場保健福祉豪務所護主
会場-問い合わせ先は平塚

保健福祉事務所です。

[2歳 1か月児歯帯斗相談・検査1

•••••••••• 

詳しくは、各家庭にお配りしてある「けんこうカレンダーJをご覧ください。

三離譲住食三位教室三は霊
開催日の 1週間前までにお

申 し込 みください。

【ごっ くん離乳食教室]

離乳食の始め方-作り方 -

E式食と、お母 さんの栄聾

O対象生後3-5か月!尼

~O日時 26日(木〉午後1時泊分
霊歪主育重量教主室喜三 ~ -3時

楽 しい体験教室。 く予約 制>:[もぐもぐ離乳食教室】

•••••••••••••• 

三乳幼児ぬ健康診査二
日固別健康診査】

。4か月・8-10か月!尾健康診査

指定医療機 関へ直接 お申し

込みください。

【集団健庫診査】

受韓日のl週間前までに案

内通知をお届けします。受け

付けは午後1時-2時です。

。 1歳 6か月!尼の健康診査

3日 11年 3月 1日-10日生

. 10白 11年 3月 11日-20日生

. 17日 11年 3月21日-31日生

03歳児の健庫診査

5日 9年 8月 1日-10日生

. 12日 9年 8月 11日-20日生

. 19日 9年 8月21日-31日生

包ンターの

元気っ子メニ.:1-
「母子健 康手 帳Jを忘才1すに。

霊赤!き鰯 誕生の準備変喜
【母親父親教室】

時間は午後l時お分-4時、

16日のみ午前10時~午後2時。

O前 期(妊娠6か月までの方)

2日(月)歯の衛生、妊娠中

の過ごし方

16日(月)調理実習で学ぶ妊

娠 中 と産後の栄置く予約制〉

O後 期(妊娠8か月以降の方)

.羽田(月)お産の進み方と産

後の過ごし方、呼眠法忽ど

・27日(金)赤ちゃんのおふろ

※祖父母教室 23日の母親父

.親教室と同時開催

•••• 
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@ ひらつかの自然/ 

大
陸
か
う
伝
わ
っ
た
?
ツ
ユ
ク
サ

七
月
か
ら
十
月
ま
で
の
長
い
問
、
田
ん

ぼ
の
あ
ぜ
や
川
沿
い
の
土
手
な
ど
の
湿
っ

た
場
所
に
、
深
い
空
色
を
し
た
花
を
咲
か

せ
続
け
る
の
が
ツ
ユ
ク
サ
で
す
。
大
き
な

青
い
花
び
ら
は
耳
た
ぶ
の
よ
う
な
形
を
し

て
お
り
、
そ
の
付
け
根
の
雄
し
べ
は
貨
色

い
イ
ヤ
リ
ン
グ
の
よ
う
に
見
え
る
で
し
ょ

、っ
。ど

こ
に
で
も
た
く
さ
ん
生
え
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
ツ
ユ
ク
サ
で
す
が
、
人
皇
を

離
れ
る
と
ま
ず
見
か

け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
混
っ
た
場
所

が
好
き
だ
と
は
い

っ

て
も
、
例
え
ば
尾
瀬

ケ
原
の
よ
う
な
自
然

の
湿
原
に
は
見
ら
れ

な
い
の
で
す
。
同
じ

よ
う
な
性
質
の
植
物

に
は
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
、
イ
ヌ
ピ
エ
、
コ

ナ
ギ
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
ど
れ
も

夏
か
ら
秋
に
田
ん
ぼ
の
周
り
で
見
ら
れ
る

と
い
う
共
通
の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
古
い
時
代
に
日
本
へ

稲
作
が
伝
わ
る
と
と
も
に
渡
来
し
た
植
物

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

同
じ
よ
う
に
、
春
に
咲
く
ナ
ズ
ナ
、
コ

ハ
コ
ベ
な
ど
も
人
里
を
離
れ
る
と
ほ
と
ん

ど
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
は
畑
の

作
物
と

一
緒
に
大
陸
か
ら
渡
来
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ツ
ユ
ク
サ

の
よ
う
な
植
物
と
あ
わ
せ
て

「史
前
帰
化

植
物
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

文
字
に
よ
る
記
録
が
残
る
以
前
に
、
人
間

の
活
動
の
影
響
で
渡
来
し
た
植
物
と
い
う

意
味
で
す
。

ツ
ユ
ク
サ
の
青
い
花
を
見
な
が
ら
、
そ

う
し
た
植
物
の
長
い
旅
路
に
思
い
を
は
せ

る
の
も

一
興
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

マ
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女応募写真(掲載写真は除く)はケーブルテレビ2chrくすのきTimeJで紹介しています(1人1回)

【すにすく子育て教室1
病気と育児・赤ちゃん体操

O対 象 生後5-6か月児

。 日時 4日(水)午後 1時加分

-38寺泊分

【のびのび子育て教室 1
生活リスゅムや遊びについて

O対象 2歳-2歳6か月兜

。 日時 27日(金)午前10時 ~

11時

d
y、
グ
ツ
グ

ρdwえ
yμ

妨
げ
か
。
い

ス
ケ
ッ
チ

• 

「
七
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
」
が
、
九
月

一
臼、

平
壌
市
大
神
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
メ

1
ン
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。

訓
練
に
は
、

市
内
各
地
域
の
自
主
防
災
会
を
は
じ

め
、
関
係
す
る
自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
野

察
や
自
衛
隊
な
ど
、
約

一
万
二
千
人
が
容
加
。
ホ
パ

ー
ク
ラ
フ
ト
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
も
使
い
、
本
番

さ
な
が
ら
に
各
機
関
が
協
力
し
あ
う
広
域
的
で
、
実

践
的
な
訓
練
を
繰
り
広
げ
た
。
午
後
に
は
、
森
喜
朗

首
相
や
扇
千
景
国
土
庁
長
官
も
視
察
に
訪
れ
た
。

自
主
防
災
会
か
ら
は
、
過
去
最
高
の
五
千
八
百
人

を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
た
。
実
際
の
災
答
に
は
シ

ナ
リ
オ
が
な
い
。
応
援
を
待
っ
て
い
て
は
手
遅
れ
に

な
り
か
ね
な
い
。
大
切
な
の
は
、
や
は
り
「
日
ご
ろ

の
備
え
と
、
隣
近
所
の
助
け
合
い
」
だ
ろ
う
。

三
宅
島
な
ど
で
自
然
災
害
が
続
く
中
、
広
い
会
場

の
あ
ち
こ
ち
で
地
道
に
訓
練
に
取
り
組
む
自
主
防
災

会
の
方
々
の
姿
が
印
欲
的
だ
っ
た
。


